
主要DI値がそろって悪化　低迷続く
6月の道内景況　情報連絡員レポート

全業種 製造業 非製造業

5 月 6 月 前月比 5 月 6 月 前月比 5 月 6 月 前月比

業界の景況 △4.8
→

△12.1
→

△0.7
→

売 上 高 △1.4
→

12.1
→

△9.4
→

収 益 状 況 △3.8
→

△3.0
→

△4.4
→

販 売 価 格 △4.3
→

△3.0
→

△5.1
→

取 引 条 件 1.0
→

3.0
→

△0.2
→

資 金 繰 り △3.4
→

△6.1
→

△1.9
→

雇 用 人 員 △0.3
→

△3.0
→

1.2
→

△15.4 △20.2 △9.1 △21.2 △19.0 △19.6

△11.0 △12.4 △9.1 3.0 △12.1 △21.4

△19.8 △23.6 △15.2 △18.2 △22.4 △26.8

7.7 3.4 9.1 6.1 6.9 1.8

△6.6 △5.6 △6.1 △3.0 △6.9 △7.1

△2.2 △5.6 0.0 △6.1 △3.4 △5.4

△13.2 △13.5 △9.1 △12.1 △15.5 △14.3

（凡例） 30 以上 10 〜 29 9 〜△ 10 △ 11 〜△ 29 △ 30 以下

天天気図の見方気図の見方　各景況項目について調査月と前年同月を比較して、「増加」（または「好転」）したという回答（構成比）から「減
少」（または「悪化」）という回答（構成比）を差し引いた値（D・I値）をもとに作成。その基準は上記のとおりである。
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主要 DI 値の推移

　主要DI値の推移では、「景況」「売上高」
「収益状況」すべての項目で悪化し、前年同
月を下回る数値となった。
　業種別に見た前月との比較では、製造業
では「売上高」で大幅に改善したが、「景況」

「資金繰り」が大幅に悪化した。非製造業で
は「雇用人員」で若干改善したが、それ以外
のすべての項目で悪化した。

概 況
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・ 6月の業況は若干上昇したが、実益に反映されてないところが実情であり、資
材価格等々の高騰も影響しているようだ。工事物件も比較的増加傾向であるが
大型工事が少ない感は否めない。従って工事量の増加に伴い更に労働力に関し
ては相変わらず不足している。� （電気工事／全道）

・このところ材料費の高騰、工事時期の集中により人繰りが厳しいなどの課題を
抱えている。� （左官工事／全道）

・組合員の業況
　6月発注の公共事業及び民間工事も適度にあることから、上半期の受注機会は
前年並みと見込んでいる。

　問題点
　市の補正予算が議決され、本格的な各種事業が行われることとなるが、国の交
付金事業の配分が落ち込んでいることから、大きな期待は持てない状況にあ
る。特に土木事業の受注機会が減少することが予想される。

　地域の実情
　昨年度からの継続工事が施工されている。新規事業の見通しが立たず、先行き
不安要素の多いなか、雇用の確保や資金繰りに苦労しそうだ。�（管工事／名寄）

・来年度以降の問題になるが、タクシー業界が貨物運搬も出来るように国土交通

省へ働きをかけていて近い将来に具体化されそうである。
　軽運送業界にとっては少なからず影響があると考えている。
� （一般貨物自動車運送／全道）
・建設業は忙しいようで、それに伴う輸送は動いている。
� （一般貨物自動車運送／小樽）
・（荷動きについて）
　馬鈴薯は 6月も前年以上の出荷量となった。保管量は月末までにほぼなくなる
状況。軟弱野菜の出荷量が徐々に増加している。生育状況も現在のところ順調
の模様。

　一般カーゴについては、6月は道内発が鈍化した。本州からの到着は例年並み。
　域内輸送も一般カーゴと同様の状況にある。気温の上下が飲料等の輸送に影響
を及ぼしている。その他の貨物も天候等に左右されている模様。

� （一般貨物自動車運送／石狩）
・売上高は前年同月比 3.2％減少
　乗務員数は前年同月比 6.1％減少
　5月分チケット取扱高は前年同月比 6.0％減少	（一般乗用旅客／旭川）

非製造業（建設・運輸業）

・輸入雑貨、事務機器等は売上増加傾向にあるが、医療機器・空調機器・紙類等
で売上が減少、扱い品目によりバラつきが大きくなっている。

　靴履物ではスニーカー類が好調、天候不順で雨用の商品も伸びているが、一般
の紳士・婦人靴は低迷している。運賃コストの上昇には物流の効率化により対
応している。� （各種商品／札幌）

・最近の天候や気温で、農作物の生育に多少の影響が出ると思われる。
� （各種商品／帯広）
・売り上げは前年割れが続いている。これに加え、ガソリン価格が高止まりで物
流コスト増加があり、収益面では厳しい状況となっている。天候要因や季節催
事の影響も大きいとされ、流通菓子はやや足踏み状態にある。� （菓子／全道）

・やや売上は改善されたが全体的にはほぼ横ばいである。総合衣料品、時計・貴
金属の高額商品、スポーツ・趣味関連、医療関連が売上を伸ばした。ガソリン
価格の高騰もあり生活関連（燃料）が上昇した。前年同月より 1件あたりの単
価が上昇した業種が増えているが、売上は依然低調である。�（各種商品／札幌）

・家電量販店の全面改装セールが牽引となり、家電系の売上全般が伸びた。衣料
品では大型ショッピングモールの売上が伸びたがその他の店舗は減少してい
る。収益においては、セキュリティ強化で設備投資した減価償却費の増加と融
資落込みによる収入の減少で昨年より悪化した。� （各種商品／旭川）

・全国的に異常な天気で、農業や漁業など毎日の食卓に影響が出るか不安。
� （各種商品／小樽）
・ 6月取扱高は、前年比 101％の状況。今月は天候が悪く、野菜農家は苦戦が
続いている。また廃業が続いており、商店街の空き店舗が増え始めた。これか
らの観光客増加に期待したい。� （各種商品／苫小牧）

・ 6月の各組合員の状況について
　 5月と比べると売上では上向いたとの声が多くあった。しかしながら、全国的
にも景況感が改善しているとの報道があるが、釧根地区全体ではやはり厳しい
状況が続いているとの声が多く聞かれた。

　㈱日専連釧路の 6月の取扱高について
　全体的に、若干前年を上回る取扱高となった。部門別では 5月前年を大きく下
回る取扱高となったカード部門が、前年を上回り回復傾向となった。マイカー
ローン部門、キャッシング部門は前年を下回る取扱高となり、厳しい状況が続
いている。� （各種商品／釧路）

・ 6月は札幌もよさこいに神宮祭と、観光客が増え売り上げも良い月だった。
� （各種食料品／札幌）
・ 6月は天候不順がかなり影響している。雨天だと自転車の外出もないので修理

の件数も激減。4月は保険が附帯された TSマーク点検が伸びたが、その後動
きが止まっている。� （自転車・自動車／全道）

・売上高対前年同月比 5％、卵等の日用品及びコーヒー等の嗜好品の売れ行きが
好調に推移した。� （野菜・果実／札幌）

・今月は、6月としては低温の日が続いた影響もあるのか、市場の賑わいもあま
りみられなかった。日曜営業は少しずつ定着してきたように感じた。

� （鮮魚／釧路）
・ 6月の販売・収益状況等を見ると、原油価格が引き続き高値基調で推移してい
ることなどを受け、卸売価格と販売価格に予想以上のかい離があり、また、消
費者の節約基調は一層顕著となっており、市況を悪化させる種々要因も解消さ
れないまま販売量も大幅に落ち込むなど、依然厳しい経営環境が続いている。

　特に、遠出を含めた旅行等、消費者の需要増を見込む販売業者も多かったが、
これまで同様に消費意欲は停滞傾向にあり、燃料油や油外販売に好影響を与え
る要素も見受けられなかった。� （燃料／全道）

・ 6月の道内家電販売は猛暑に支えられた昨年とは異なり天候不順により需要が
低迷。

　エアコンは昨年に続く需要に支えられ出足は順調だったがその後、気温が上が
らず本年分の引き合いは鈍く、昨年が好調だっただけに不調感は強い。

� （電気機械器具／全道）
・ 5月後半から小売りも上向きの様子。6月も対前年比並みで推移している。
リースの取扱件数が増えている。� （中古自動車／札幌）

・藤丸百貨店の 5月売上高は、3億 9,900 万円（前年同月比 4.8％減）。ゴール
デンウィーク中の催事が不調。共通駐車券の利用は、前年比 96.9％、買物共
通バス券の利用は、前年比 67.9％に減少。� （帯広市／帯広）

・札幌で 55年続いた浴場が諸事情で廃業。� （公衆浴場／全道）
・大手企業を中心に、AI や IoT 分野への投資が急拡大している。製造業での工
程管理や生産進捗を一元管理する IoT 関連やサプライチェーンの最適化のた
めのシステム開発、そして、金融機関などで必要なブロックチェーン技術への
システム開発投資の動きが活発化して、道内のシステム受託開発会社へ相変わ
らずの開発案件の需要が増加している。しかし、絶対的な人手不足や対応でき
る高度技術者が限られていることもあって、単金上昇機運が高まっているもの
の、残念ながら期待通りにはビジネスの取り込みができないのが現状である。

� （ソフトウェア／全道）
・ 6月の宿泊入込数は約 27,925 人（－ 2,868）　昨年度の 91％。道内観光
客・道外観光客とも減少しているが、海外観光客は好調。� （旅館／音更）

非製造業（卸・小売・商店街・サービス業）

・原材料価格（すり身）が高止まりしているが、小売価格に転嫁することは難し
く、したがって収益状況と業界の景況は悪化している。� （水産食料品／全道）

・各業界の値上げのなか、麺業界は燃料の高騰、人手不足、原材料の値上げがひ
びいて利益が低下し苦労している。� （めん類／全道）

・ 1月〜4月の累計出荷量で、全国と比較すると道内の動きが悪い。原材料の価
格が上昇しているが、価格転嫁も難しく、経営環境は厳しいものがある。

	 � （味噌・醤油／全道）
・ 6月の売上高は道内記録的な雨続きで、小売店の客数減少、イベントの中止・
縮小などにより予想より減少したようだが、個人消費の堅調から客単価の上昇
で昨年並みに落ち着いた。� （飲料／全道）

・製材市況は、カラマツは保合〜強含み。エゾ・トドマツは保合〜強保合。原木
市況は、カラマツは保合。エゾ・トドマツは保合〜強含み。カラマツ原木は、
一部の地域で回復の兆しはあるが、不足感は依然として解消されていない。エ
ゾ・トドマツは原木不足が長期化している。� （一般製材／全道）

・製材受注は途切れず入ってくるが、原木入荷がやはり未だに悪い。必要な長
さ、太さ、数量が全然確保できていない状況。� （一般製材／幕別）

・十勝地域では災害関係工事による需要が続いており、10月頃まで続く予定。
� （窯業・土石製品製造業／全道・砂利）

・ 6月度の出荷数量、売上高については、特需を含めた路盤用、上下水道工事な
どで前年対比増加した。また、物件受注は近年になく好調である。

� （窯業・土石製品製造業／札幌・砕石）
・自動車は普通。鋳鋼品はやや良い。水道資材はやや悪い。建設機械は良い。農
業機械・一般鋳物は良い。マンホール、上下水道管はやや悪いが、工作機械、
建設系は引き続き好調である。副資材は中国の輸出規制を背景に高値で上昇し
ている。地方では人員不足が顕著である。� （銑鉄鋳物／全道）

・会員事業所の業況
　修繕船の受注が好調で 7月、8月は人員不足が予想され、他社に出張している
作業員を呼び対応、9月以降の修繕船は受注量の低迷で、残業が規制され収入
減が続くと予想される。

　造船業界の状況
　労働力不足の中で人材確保に苦慮している、年齢構成などもあって熟練工の大
量退職などで技能伝承が進んでいないのが現状。� （金属製品／室蘭）

・昨年度と比較すると、すべてにおいてほぼ横ばいを維持。ほとんどの企業で昨
年度を下回らないよう努力しているとのことだった。雇用において、受注生産
数に季節変動がある企業では、余剰人員を雇用する余裕がないので、常に人手
不足とのこと。� （金属機械工作／江別）

製造業
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